
　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
関
す
る
復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み
や
現
状
、
支
援
制

度
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

復
興
に
向
け
て

～
平
成
30
年
７
月
豪
雨
～　

第
５
回

災
害
復
旧
工
事
の
進し
ん
ち
ょ
く捗に

つ
い
て

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
お
よ
び
台
風

24
号
の
影
響
で
、
道
路
の
崩
壊
や
施
設
の

浸
水
な
ど
多
く
の
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
特
に
、
市
道
・
河
川
お
よ
び
農
地
・

農
道
な
ど
の
被
害
件
数
は
約
２
３
０
０
件

で
復
旧
に
時
間
を
要
し
て
い
ま
す
。
応
急

対
応
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
が
、
国
の
補

助
を
受
け
て
行
う
災
害
復
旧
工
事
は
約

６
０
０
件
と
多
く
、
現
在
は
復
旧
工
法
や

工
事
費
の
決
定
が
さ
れ
る
国
の
災
害
査
定

を
受
け
て
い
る
段
階
で
、
平
成
31
年
１
月

末
が
終
了
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
査
定
が
終
了
し
た
案
件
か
ら
随
時

工
事
の
発
注
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
件
数

お
よ
び
被
災
規
模
も
多
大
な
た
め
、
完
全

に
復
旧
す
る
ま
で
３
年
程
度
を
要
す
る
見

込
み
で
す
。

　
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
旧
高
梁
市
・
有
漢
町
の
市
道
・
河
川
は

建
設
課
、
農
林
道
は
農
林
課
、
成
羽
・
川

上
・
備
中
町
の
市
道
・
河
川
と
農
林
道
は

西
部
土
木
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
建
設
課
☎（
21
）０
２
３
３

　
農
林
課
☎（
21
）０
２
２
２

　
西
部
土
木
事
務
所
☎（
45
）４
５
１
３

義
援
金
受
付
期
間
の
延
長

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
の
受

付
期
間
を
平
成
30
年
12
月
28
日
ま
で
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
被
災
者
を
支

援
す
る
た
め
６
月
28
日（
金
）ま
で
延
長
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

発
災
以
降
、
個
人
や
企
業
、
友
好
都

市
・
姉
妹
都
市
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か

ら
の
温
か
い
支
援
を
引
き
続
き
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

受
付
窓
口　
復
興
対
策
課
、
各
地
域
局
、

各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

受
付
口
座　
ト
マ
ト
銀
行
・
高
梁
支
店
・

普
通
・
１
３
６
０
２
９
２
・
高た
か
は
し
し

梁
市
災さ

い
が
い害

義ぎ
え
ん
き
ん

援
金 

高た
か
は
し
し
ち
ょ
う

梁
市
長 

近こ
ん
ど
う
た
か
の
り

藤
隆
則

問
復
興
対
策
課
☎（
21
）０
２
４
６

公
費
・
自
費
に
よ
る

　
　
被
災
家
屋
の
撤
去
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
よ
り
損
壊

し
た
被
災
家
屋
な
ど
の
解
体
・
撤
去
の
支

援
制
度（
公
費
・
自
費
）の
申
請
期
限
は
３

月
29
日（
金
）ま
で
で
す
。
対
象
と
な
る
人

は
期
限
ま
で
に
申
請
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
支
援
制
度
の
内
容
な
ど
詳
し
く
は
復
興

対
策
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　
閉
庁
日
を
除
く
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

復興に向けて～平成 30年７月豪雨～

栄
光
を
た
た
え
ま
す

「
学
生
と
し
て
出
場
す
る
最
後
の
全
国

大
会
が
地
元
の
岡
山
県
で
開
催
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
貴
重
な
経
験
を
積
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
悔
し
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
が
、
楽
し
み
な
が
ら
全
力
で

プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感

謝
し
て
い
ま
す
」

全
国
大
会
出
場

第
73
回
三
笠
宮
賜
杯
全
日
本
学

生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

（
平
成
30
年
８
月
９
日
～
８
月
10
日
・
岡
山
県
）

岩い
わ
せ瀬 

隆た
か
と
し俊

さ
ん（
中
原
町
）

　
　
　
　
　
　
　

  

吉
備
国
際
大
学
４
年

社
会
福
祉
功
労
者

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

功
績
を
た
た
え
ま
す

　

平
成
6
年
1
月
か
ら
20
年
以
上
の
長

き
に
わ
た
り
、
松
原
地
区
の
民
生
委
員

児
童
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
22
年
か
ら
は
松
原
地

区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
も

務
め
ら
れ
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
大
き

く
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

森
定
さ
ん
は
、「
家
族
や
関
係
機
関

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
福
祉
の

推
進
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

森も
り
さ
だ定 

寛ひ
ろ
しさ

ん（
松
原
町
神
原
）

　

30
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
牧
場

の
経
営
を
行
い
、
和
牛
の
一
貫
生
産
で

約
４
０
０
頭
を
飼
養
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
数
は
市
内
で
最
も
多
く
、
畜
産
振

興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

江
草
さ
ん
は
、「
応
援
し
て
く
れ
た

た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
長
い
間
出
品
を
続
け

て
よ
う
や
く
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
、

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
畜
産

の
発
展
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
で
す
」

と
語
ら
れ
ま
し
た
。

江え
ぐ
さ草 

孝こ
う
い
ち一

さ
ん（
備
中
町
平
川
）

第
57
回
県
枝
肉
共
進
会 

最
優
秀
賞
主
席

農
林
水
産
大
臣
表
彰

岡
山
県
知
事
表
彰

問
秘
書
広
報
課 

☎（
21
）０
２
１
０

※
市
内
に
在
住
、
ま
た
は
市
内
で
活
動
し
、

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
全
国
大
会
出
場
、

そ
れ
に
準
ず
る
成
績
を
納
め
た
個
人
・
団
体

の
情
報
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

公費解体

自費解体

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

高
齢
者
叙
勲（
瑞
宝
双
光
章
）

　

昭
和
26
年
に
小
学
校
教
諭
と
な
り
、

有
漢
東
小
学
校
や
有
漢
西
小
学
校
な
ど

で
校
長
を
歴
任
。
基
本
的
生
活
習
慣
の

育
成
や
人
・
物
・
自
然
を
大
切
に
す
る

心
の
育
成
な
ど
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
岡
山
県
小
学
校
長
会

副
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
県
内
の
教
育

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
川
さ
ん
は
、「
地
域
の
皆
さ
ん
や

先
輩
方
の
お
か
げ
で
受
章
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

元
公
立
小
学
校
長

平ひ
ら
か
わ川 

貞さ
だ
か
ず一

さ
ん（
巨
瀬
町
）

崩落した道路

土砂が流入した水田

12H31 (2019) １月13 H31 (2019) １月


